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長南紅花フェスティバルの大祭が今年は 6/22（日）の日程となり、妻と娘、そして孫二人で出かけて行った。当日は朝から雨模様で、会場はどうか心配したが、長福寿寺に到着すると雨はあがり、ひとまず安心して境内に入った。今年は、長南花巡りと題して、野見金公園のアジサイと長福寿の紅花と２か所でイベントが行われており、長南町役場から、それぞれの会場へ無料巡回シャトルバスでの送迎を行っており、見学者には非常に便利で好評だったのではないかと思う。長福寿寺で待ち合わせた私の知人である柏市の中村久男さんは、自宅が千葉県柏市で中村就一さんのご近所。長南会の活動に共感され、以前就一さん宅を訪問

秀則、中村久男（柏市）、鈴木真野（柏市）、光子、尚悟し、お話を聞いたことがあるそうだ。また、長南町には何度か訪れており、寺の境内に設置されている、吉ぞうくんの台座に、今年の初め自分の名前を彫ったほど長南会と長南町には縁の深い人だ。当日は息子さんのすずき鈴木まさや真野さんと訪問した。ちなみに中村就一さんと親戚関係ではない。紅花を育てる会の森川さんの案内で、お堂の中での三味線演奏や境内でのイベントを見学。まつりのスタッフとお話しすることもでき、大変有意義な時間を過ごした。孫達は、紅花のリース（花飾り）作成体験、ザリガニ釣りなど楽しんでいた。長福寿寺を後にして野見金公園のアジサイとフラダンスやよさこいのイベントを見学した。
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ぐるっと長南花めぐり今年で３０回目を迎える長南町花イベント。関東随一、７万本の紅花が咲く「長南紅花フェスティバル」。長福寿寺境内では「スモークツリー」も見ごろとなり、幸せを呼ぶ像、吉ぞうくんと結愛ちゃんが迎えてくれる。長南町役場から長福寿寺の紅花、野見金公園のアジサイの花めぐりとして、マイクロバスが何台も巡回して、見学者には嬉しいサービスだ。 花めぐり巡回バス

野見金公園の頂上付近に、ステージが設置してあり、ちょうどフラダンスをしているところだった。このあと男性４人のフラダンスとよさこいが披露された。また、各テントでは特産品の米や農産物、酒などの売店が出ていた。

アジサイ園の入り口とアジサイ群。この時期は、紅花とアジサイがちょうど見ごろになる。木片が敷かれた道で、坂道でも歩きやすい。
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野見金公園に到着すると、スタッフが笑顔で案内してくれる。圏央道が延長され、茂原長南 IC を降りたところが長南町で東京方面からもアクセスが便利になった。私たちは、茂原長南 IC から松尾横芝 ICまで圏央道を利用、成田空港付近を経由して、自宅へと帰った。また来年も訪れることを誓って。実行委員長の森川さん、今井ご住職、大変お世話になり、ありがとうございました。 青宿 長南秀則← 「うるおいとやすらぎのまち 長南」のユニフォームを着たスタッフ (2014/06/22)
鼓城（妙見山庁南城）は治承元年(１１７７)上総氏より分かれた平常成が埴生郡坂本郷（千葉県長生郡長南町坂本中城）に築城し、これに拠って坂本庁南氏と称し、宝治合戦で滅亡するまでは坂本庁南氏４代７０年間の居城であった。この宝治合戦 宝治元年(１２４７)の時、寄手鎌倉幕府軍の大将は埴生郡河家郷（はぶぐんかわえのごう・長南町給田・地引地区）の主で、時の執権北条時頼の側近に仕える菅原姓長南常忠と嫡男の若武者小次郎忠宗であった。この河家長南氏と坂本庁南氏は共に千葉氏の外戚として交り深い上に、河家長南氏の忠宗と坂本庁南氏の娘で鼓の名手と噂高い玉日姫とは許婚の仲であったが、討つも討たれるも武門の掟と忠宗が本丸に突入した時すでに遅く、花嫁衣裳を纏った玉日姫をはじめ城主一族が悉く自害していた。余りの哀れさに忠宗は玉日姫の亡骸（なきがら）を城の裏山に葬った後、出家して世を捨てたという。この悲劇の城へ忠宗の父常忠が新たに城主となって間もなく、月夜の頃ともなると何かを訴えるかのような鼓の音が聞こえてくると噂

され、いつの間にか鼓城と称ばれるようになった。常忠の子孫達はこの地方特産の紅花の改良生産に力を注いだので、上総長南紅花の名は天下に喧伝され、鼓城は紅花城（こうかじょう）とも称ばれた。長南氏８代２１３年間の居城であった鼓城（飯縄山長南城）も、康正２年（１４５６）正月１９日、前の関東管領古河公方足利成氏の臣武田信長（甲斐武田一族）の大軍に攻撃されて力及ばず、長南氏は城を明け渡して隣国安房の里見氏の下に走った。上総国の大半を押領した信長は、鼓城を孫の道信に与えて庁南武田氏１３万石の主としたが、栄枯盛衰恒ならず、天正１９年（１５９１）の秋、徳川家康の臣本田忠勝に攻め落とされた。正に「夏草やつわものどもが夢の跡」である。（長南氏口伝書に拠る）故船本音羽氏は、石巻長南氏の出で、長南氏の歴史研究の先達です。

戦国悲話 紅涙鼓城ノ記 船本音羽
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長南 一男 北海道 2,000長南 克幸 北海道 3,000長南 一男 北海道 2,000星川 十一 宮城県 2,000長南 勘一 宮城県 2,000長南 政直 宮城県 2,000長南 亀悦 宮城県 3,000長南 和夫 宮城県 3,000長南 征二 宮城県 2,000長南 丈夫 宮城県 2,000長南 竹雄 宮城県 2,000長南 俊蔵 山形県 2,000長南 孝一 山形県 2,000長南 正 山形県 3,000長南 成 山形県 2,000長南 吉美 山形県 2,000長南 源一 山形県 2,000長南 恵三 山形県 10,000長南 一弘 山形県 5,000長南 寿一 山形県 2,000長南 孝幸 福島県 5,000長南 勝幸 福島県 2,000

年会費ありがとうございました。

合計 64人 243,000 円 （2014/07/31 現在）前回残 541,441入 金 出 金会費 243,000振込手数料 5,790利息 55寒風沢墓管理費用 30,000紅花まつり協賛 20,000４６号発行代(カラー) 20,885４７号発行代 12,819取材費 7,059事務用品費 7,367通信費 4,524合計 784,496 108,444残高 676,052内 訳現 金 76,904普通預金 595,328当座預金 3,820合 計 676,052

長南 豊 福島県 5,000長南 仁 福島県 5,000長南 信夫 福島県 2,000長南 武夫 茨城県 2,000長南 幸雄 茨城県 2,000長南 武 茨城県 2,000長南 忠行 茨城県 2,000長南 秀則 茨城県 5,000長南 照光 茨城県 12,000長南 国男 茨城県 2,000長南 信雄 茨城県 2,000長南 明夫 茨城県 2,000長南 新一 埼玉県 4,000長南 貴士 埼玉県 2,000長南 俊春 埼玉県 20,000長南 恵二 埼玉県 2,000長南 勇 埼玉県 2,000長南 邦年 埼玉県 4,000長南 亘 埼玉県 2,000長南 仁志 埼玉県 10,000近藤 忠行 千葉県 2,000長南 誠一 千葉県 2,000

長南 隆 千葉県 3,000加藤 栄彦 千葉県 2,000森川 剛典 千葉県 2,000長南 克夫 千葉県 2,000田村かなさん千葉 30,000長南 弘美 東京都 4,000長南 章彦 東京都 2,000長南 義美 東京都 2,000斎藤 武夫 東京都 12,000長南 昌幸 東京都 2,000長南 充浩 東京都 2,000長南 晴章 東京都 2,000長南 恒弘 神奈川 2,000長南 正道 神奈川 2,000長南 誠悦 神奈川 2,000長南 一夫 神奈川 2,000長南 光郎 神奈川 2,000西海 清 神奈川 3,000白井ヒサエ 愛知県 4,000長南 鉱一 滋賀県 2,000長南 喜善 京都府 2,000長南 忠直 奈良県 2,000
残暑お見舞い申し上げます

まだしばらくは暑さも続くようですが、

お体大切にお過ごし下さいますよう

お祈りしております。

平成26年8月18
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富岡製糸工場の見学者が急増したり、和食が注目されたり。ユネスコ（国連教育科学文化機関）の世界遺産、世界無形文化遺産が広く話題を集める。ユネスコにはもう一つ「世界記憶遺産」という事業がある。歴史的に重要な文書、映像、音声などのよりよい保存と活用が目的だ。国宝の古文書と並び、し せ い市井の人達が残した記録も登録される。私たちが生きる時代と世界を考える手がかりとして、生かしたい取り組みだ。記憶遺産は１９９２年に始まった。登録は隔年。これまではフランス「人権宣言」、ベートーベン自筆の「第九」楽譜、「アンネの日記」、「ベルリンの壁」の記録など、３０１件が登録されている。日本では条約に基づいて政府が取り組む世界遺産・無形文化遺産と比べ、あまり知られていなかったが、２０１１年に初めて福岡県田川市の「炭鉱記録画・文書」が登録され、１３年に政府申請の２件が加わった。国だけでなく地方自治体や個人でも申請できる。日本の１５年の登録候補は４件。各国２件が上限のため先ごろ国内選考があり、政府申請「東寺百合文書」と京都府舞鶴市「シベリア抑留からの引き上げ記録」に決まった。１７年に向けては、今回選にもれた「知

覧特攻遺書」（鹿児島県南九州市）、「全国水平社創立宣言」（奈良人権文化財団など）に加え、水俣病の記録、広島の原爆文学資料など、各地で手が挙がっている。政府が申請したのはいずれも国宝だが、地域からのそれは、近現代の民衆の記録がほとんどだ。国の文化財保護の枠に入りにくい。申請を目指す人たちには、その価値を広く知ってもらい、資料を長く伝えてゆきたいという思いが強い。登録によって、関心が高まり、保存への追い風が吹くのを期待する。国内の登録第１号は、炭鉱労働者だった山本作兵衛さん（１８９２～１９８４）が、仕事や暮らしを描いた絵だ。海外の専門家の助言でユネスコへ申請したが、その前に長い期間、山本さんの絵を貴重な資料だと考え、収集、保存した地元図書館などの活動があった。地域の記憶に光を当てる。ユネスコへの申請と並行し、国内でもこうした活動を応援する仕組みができると良い。近代史、特に戦争に関わる史料は、立場の異なる人の評価が欠かせない。自分たちの記憶を世界と共有するために、申請を目指す過程で、他社の視点で見つめ直すのも意義深いことだ。
長南和泉守功績を記憶遺産に

記憶遺産記憶遺産記憶遺産記憶遺産 広広広広いいいい視野視野視野視野でででで地域地域地域地域にににに光光光光をををを朝日新聞朝刊社説 2014/07/21

俊春会長が、この新聞記事の切り抜きを持参し、和泉守が松島の島々に松を植え、日本三景にも数えられる景観を創った功績を「記憶遺産」に登録したらどうかという提案があった。管轄は文部科学省とのことであり、また、松島市、塩竈市など地元からの働きかけが重要であるという。全国長南会の活動から、賞状の発見、松島瑞巌寺に記念碑の建立、寒風沢島で
の和泉守のお墓の発掘、それにお墓の改修、五輪の塔の建立など目に見える実績がある。また、和泉守の生誕から寒風沢に至るまでの経緯も研究されている。地元の皆さん、あるいはこの件に詳しい方のご協力をいただき、是非実現したいものだ。役所、役場の管轄は教育課か観光課だと思います。皆さんのご一報をお待ちしています。
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5555 歳歳歳歳のののの孫孫孫孫のののの肩車肩車肩車肩車

秋
一
夜

長南俊春
喜々として二番穂に群雀かな

彼岸花土手を枕に勢ぞろい
コオロギの鳴く音を耳に夜の道

ほっとする隣家の灯り秋一夜
冬夕焼川面のさざ波きらきらと

芋
の
露

長南照子
共に老ゆ結婚記念日秋日和

頬撫でし心を揺らす秋気配
揺れる葉の中で転がる芋の露

待ち合わせ人の流れに秋の風
耳元を風ざわめきて冬近し
「ばあばぁ、僕についてきてね」。５歳になったばかりの孫が、小さな手で上手にゲーム機を操りながら言います。私がまごついていると、「じゃあ、僕が連れて行ってあげるよ」「えーっ、おんぶしてくれるの？」「うん」なんとっ。あれよあれよという間に、画面の中で、私が操ってっているキャラクターが孫のキャラクターに肩車され、スイスイ進んで行くではありませんか。私は手が止まったまま画面を見つめるばかり。まるで本当に肩車されているようで、とても頼もしく感じました。

母親である娘は、小学校２年のお兄ちゃんの授業参観に行っていて不在。孫の家に出向いて、風邪で幼稚園を休んだ孫と２人で留守番をしていたときのことでした。次の日、風邪が治った孫は、前日のことを思い出して幼稚園に行くのを渋り、登園時に泣いたそうです。ゲーム中はあんなに大人びているのに、そのギャップをいとおしく感じました。今度はお兄ちゃんと遊びに来てね。ゲーム機はないけれど、ひいじいちゃん、ひいばあちゃん、じいじ、ばあば、近所のワンちゃんや庭のダンゴムシたちが待っていますよ。茨城県青宿 長南光子朝日新聞朝刊 2014/07/24

秋の俳句

埼玉県久喜市 俳句雑誌 う た や
雅楽谷 第 24 号平成 26 年 2 月 15 日発行
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中村就一さん夫人の「中村ひさ」さんが、今年の１月に、肝臓がんのため逝去されました。ひささんは、就一さんの著書「長南氏の研究」執筆取材のため、またその後の「長南氏のルーツを語る会」等、長南会の活動に就一さんと同行し、就一さんと全国長南会を支え、盛り上げてきました。私も度々お会いしており、昨年の後半だったと記憶していますが、就一さんが転居されたのを聞き、電話したところ、ひささんとお話しする機会がありました。その時ひささんは「主人は元気だけど、私は良くないのよ．．．」とお話されていましたが、声はお元気だったので、この度、訃報を聞いた時は大変驚きました。平成１５年９月、長南和泉守と３６士墓改修記念式典が行われた時、寒風沢潮陽館での前夜祭の宴席で「荒城の月」をプロ級の歌唱力で歌ったことが印象に残っております。また、同年開催の松島瑞巌寺栽松記念碑除幕式、平成１６年、鶴岡での「長南年恵勉強会」、平成１８年７月、岩手県田老町（現宮古市）での、「長南忠春８００年祭」、平成１９年６月、長南町での「長南氏大結集」などで

も一緒に参加させていただきました。平成１９年１１月、私の地元、青宿開催の「長南氏のルーツを語る会」にも、ひささんは就一さんを車の助手席にのせて、柏から運転してやってきました。就一さんは、先妻の房江さんと、ひささんに先立たれ２倍の悲しみを経験されました。しかし、それと同時に２人から２倍の愛情を注がれたことと思います。就一さんのお部屋には、房江さんとひささんの油絵が並んで飾ってあります。
心からご冥福をお祈り申し上げます心からご冥福をお祈り申し上げます心からご冥福をお祈り申し上げます心からご冥福をお祈り申し上げます

心からご冥福をお祈り申し上げます

左から 平成 15 年寒風沢で荒城の月を歌う16年 鶴岡市に向かう途中山形自動車道で右上 18 年 宮古市田老、長南忠晴のお墓にて右下 19 年 青宿でのルーツを語る会
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手前左から、中村就一さん、俊春会長、後左から、照光、武、秀則柏市明原 4-10-12 ココファン柏明原 (2014/07/26)中村就一さんが、高齢者向けマンションに移ったことを聞き、埼玉県久喜市の俊春会長、茨城県青宿の武、照光両副会長、秀則事務局長で日程を相談し、７月２６日（土）に訪問した。マンションの場所は、これまでの住居から、ＪＲ柏駅のちょうど反対側で、そう遠くない距離だ。柏駅西口から、徒歩で約１０分で到着する。駅の近くの割には静かな所で、中学校と公園に挟まれた、緑の多い大変生活しやすい環境だ。青宿の３人は照光さん所有の１０人乗りワゴン車で出発。俊春会長は、自宅から電車を乗り継いでひと足早く到着していた。マンションの玄関を入ると、中村さんが出迎えてくれた。久しぶりにお会いしたが、背筋がしっかりと伸びて歩いていて、ますますお元気な姿を拝見し、うれしく思った。中村さんの案内で、マンションの共同スペースの食堂へ行き、５人で一番奥のテーブルに座った。５～６人掛けのテーブルが２０ほどある大きなスペースだが、午前１０時ごろということもあり、食堂には我々５人だけである。中村さんが部屋から持参した、二つの油絵を壁に並べると、一つは３８歳で亡くなられた、房江さんの絵、もう一つは今年亡くなられた、ひささんの自画像。お二人も

含めると７人での長南会となった。俊春会長から、記憶遺産の新聞記事を紹介され、瑞巌寺の栽松記念碑を、記憶遺産に申請する運動をしたらどうかという提案があり、申請手順等の話し合いがされた。その他雑談を含め時間が過ぎて行き、正午近くなると、入居者が続々と食堂に集まって来て、７割ほどのテーブルがいっぱいになった。我々も入居者と同じ食事をごちそうになり、ゆったりとした時間を過ごした。読者のみなさん、中村さんは今年９１歳になりますが、大変お元気ですよ。


